
 

 

 
 
株式会社七十七銀行（頭取 小林 英文）では、「みやぎ・せんだい地域人材育成協働事業

プラットフォームに関する協定」を締結いたしますので、下記のとおりお知らせいたします。 
当行は、今後も産官学金の連携を強化するとともに、地方創生への取組みを積極的に推進し

てまいります。 
記 

１．経 緯 
当行を含む協働機関は、２０２０年１２月に「COC＋承継事業（※）」に関する協定を締

結しておりますが、今後の事業展開を見据え、事業の名称を「みやぎ・せんだい地域人材育

成協働事業プラットフォーム」へ変更すると同時に３つの協働機関を追加し、新たな連携協
定を締結するものです。 

２．連携協定の概要 

名  称 みやぎ・せんだい地域人材育成協働事業プラットフォームに関する協定 

目 的 

お互いの付加価値を高め合う取組みを通じて、県内の学生に対し、県内にある
就職先の多様な魅力等を伝えながら、県内に所在する大学等の卒業生の県内就
職率を向上させるとともに、県内における産官学金全体の興隆に寄与すること
を目的とする。 

事業内容 
(１) 県内に所在する大学等の卒業生の県内就職率向上に資する事業 
(２) 県内における新規事業の促進および新規起業に伴う雇用創出に資する事業 
(３) その他、前項の目的を達成するために必要かつ相当な一切の事業 

協働機関 

当行、宮城県、仙台市、宮城県内１１大学等（東北学院大学、尚絅学院大学、
聖和学園短期大学、仙台大学、仙台白百合女子大学、東北生活文化大学、東北
生活文化大学短期大学部、東北福祉大学、東北文化学園大学、宮城学院女子大
学、仙台高等専門学校）、株式会社仙台銀行、仙台商工会議所、宮城県情報サ
ービス産業協会 ※太字が追加する事業協働機関 

締結日 ２０２１年５月１８日（火） 
 
※ 「COC＋承継事業」とは、宮城県内の大学等が協働し、人材の地元定着率向上を目的
に活動してきた「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（通称：COC＋、２０１
９年度終了）」の承継事業です。なお、事業の取組みの一環として、県内大学等の学生
の地元への就職率を高めるために協働機関と共に実施してきた「宮城の企業発見プログ
ラム」（別紙参照）は、今後も継続する予定です。 

 

（関連するＳＤＧｓ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「みやぎ・せんだい地域人材育成協働事業プラットフォームに関する協定」の締結について 

News Release 2021年 5月 18日 

七十七グループは持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。 

 以 上 

  もっと、ずっと、地域と共に。 

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals） 

2015年9月に、国連に加盟する全ての国が全会一致で採択した国際目標であり、17の

ゴールと、169のターゲットから構成されています。 

七十七グループは2020年7月に「七十七グループのＳＤＧｓ宣言 ～ もっと、ずっと、地域

と共に。～」を表明しました。 



 

 

 

 

 

 

 

第１回（2016年度）：地元企業１１社の企業訪問等に県内の大学等の１・２年生 
約３２０名が参加 

第２回（2017年度）：地元企業９社とのグループディスカッション等に学生  
約２０0名が参加 

第３回（2018年度）：地元企業１５社とのグループディスカッション等に学生 
約９０名が参加 

第４回（2019年度）：地元企業１２社とのグループディスカッション等学生 
約１３０名が参加 

第５回（2020年度）：地元企業１２社による会社説明コンテンツ等を学生  
約６２０名がオンライン視聴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<グループディスカッション> 

<オリエンテーション> <企業訪問> 

<会社説明コンテンツ配信> 

【過去の開催実績】 

【過去の開催の様子】 

【２０２０年度参加企業】 

（別 紙）宮城の企業発見プログラムの過去の開催実績等 


